	第２８回ＳＧＲＡフォーラム in 軽井沢

いのちの尊厳と宗教の役割
プログラム



	日 時：２００７年７月２１日（土）１４：００～１８：００　１９：３０～２１：００
会 場：鹿島建設軽井沢研修センター会議室 

	主催：関口グローバル研究会（ＳＧＲＡ：セグラ）

協賛：（財）鹿島学術振興財団、（財）渥美国際交流奨学財団

	フォーラムの趣旨

ＳＧＲＡ「宗教と現代社会」研究チームが担当する２回めのフォーラム。

医療が発展し、人の生命が大切にされているように見えるが、逆に人の生命が道具のように扱われているのではないかという危惧も広がっている。遺伝子診断や産み分け、代理母や臓器売買、尊厳死やネット自殺などが新聞紙面をにぎわせるが、いのちの選別やからだの道具化が進んでいる徴候ではないだろうか。そもそも子ども達は生まれてきてよかったと感じることができない社会になっているのではないだろうか。老いゆく人たちもじゃまにされていると感じる機会がとても多いのではないだろうか。こうした問題にカトリック教会などキリスト教は断固たる立場をとることが多い。では、アジアの諸宗教はどうか。日本文化はどうか。いじめやニートや自殺者が多い日本社会は、いのちの尊厳を実感できず、深刻な精神的空白に悩んでいるのではないか。このフォーラムでは、こうした問題を考えてみたいと思います。

	14:00-14:40
	総合司会：ミラ・ゾンターク（富坂キリスト教センター研究主事、ＳＧＲＡ研究員）
開会挨拶：今西淳子（ＳＧＲＡ代表）

	14:40-15:20

【基調講演】

(質疑応答10分)


	いのちの尊厳と日本の宗教文化

島薗　進

（東京大学文学部宗教学宗教史学科教授、ＳＧＲＡ顧問）

	
	生命科学が発展して、人の生命の利用がさかんに行われるようになった。他方、人の生命を値踏みして、より高い価値のある生命を産み育てたいとか、価値が薄れた生命の世話はしないなどの考え方がどうどうと説かれるようになってきた。「いのちの尊厳」がいつのまにか軽んじられているのだが、それを止めることが困難なのだ。こうした状況に断固として立ち向かうように見えるのは、カトリック教会など一部のキリスト教の勢力だ。そこには「人間の尊厳」についてのはっきりした理念がある。だが、アジアの諸宗教はそのような理念をまだ提示していない。日本も同様だ。日本では自殺も多い。中絶も多い。年輩者が軽んじられているようでもある。こうした日本の宗教文化において「いのちの尊厳」とは何だろうか。生命操作に立ち向かう理念が見出せるのだろうか。

	
	約定質問者：金 外淑（兵庫県立大学看護学部心理学系助教授、ＳＧＲＡ会員）

	15:20-16:00

【発表1】

(質疑応答10分)


	カトリック＜人格主義＞生命倫理学の日本における受容可能性

秋葉 悦子
（富山大学経営法学科教授）

	
	カトリック生命倫理学は、①客観的な科学的真理と、②戦後の国際法と国際的な生命倫理の基本原則である「人間の尊厳原則」の二本の柱の上に構築されている。それは、どの人間にも生物学的な始まりの時から例外なく人格的価値（尊厳）を認め、生命の不可処分性を説く「人格主義生命倫理学」である。他方、英米や日本では「個人の自己決定権」を最高原理に掲げ、人間の尊厳原則の例外や生命の可処分性を認めるリベラルな「個人主義生命倫理学」が優勢である。しかし人間の存在自体に至高の価値を認め、世界平和の構築を目指すすべての人々、すべての宗教は、一致して人格主義生命倫理学を促進する役割を果たすべきであると思われる。

	
	約定質問者：アブドシュクル・メジテ（東京医科大学大学院博士課程、ＳＧＲＡ会員）

	16:00-16:30
	休　憩

	16:30-17:10

【発表2】

(質疑応答10分)


	悲しむ力と育む力：本当の自分に出会える環境づくり
井上ウィマラ

（高野山大学文学部スピリチュアルケア学科助教授）

	
	大切な人を亡くしたとき、人は悲しみを表現し、受けとめてもらえる環境を必要とします。表現が許されず、踏みにじられた悲しみは幽霊のようにさまざまな暴力となって連鎖する傾向があります。フロイトの対象喪失理論はボウルビィの愛着理論やキューブラー・ロスの死の受容の5段階説の背景としてスピリチュアルケアの根幹を構成します。悲しみを充分に体験しながら人は許しや思いやりなどを獲得し、いのちを育む力を培ってゆくのです。ウィニコットは、乳幼児が泣き声や身振りで表現する情動のサインに答えて世話することが本当の自己のよりどころなることを洞察しました。こうした育児環境の中で本当の自己が根付いてゆくことが、思いやりと相互理解による平和構築への基盤となります。

	
	約定質問者：権 明愛（日本社会事業大学大学院博士課程、ＳＧＲＡ会員）

	17:10-17:50

【発表3】
(質疑応答10分)


	「尊厳ある死」という思想の生成と「いのちの教育」
大谷いづみ

（立命館大学産業社会学部教授）

	
	ひとがひととしての尊厳をもってその生を承認されることは、子どもたちがかけがえのない存在として承認されること、自らをかけがえのない存在として自己肯定できることでもある。だが、殺すことと死にゆかせることを切り分けながら生成されてきた「自分らしい、人間らしい、尊厳ある死」という言説は、「生」に「自分らしさ」「人間らしさ」「尊厳」という限定をかけ、ある生を、言外にそれらの欠けた「悪しき生」とする。では、ある一定の生を「悪しき生」と同定する「自分らしさ」「人間らしさ」「尊厳」とは、何ものなのだろうか。本フォーラムでは、戦後の日本社会における「自分らしい、人間らしい、尊厳ある死」を希求する思想の生成を、宗教の観点を加味しながら追い、その意味するところと「いのちの教育」との関連を考えてみたい。

	
	約定質問者：李 垠庚（東京大学大学院博士課程、ＳＧＲＡ会員）

	17:50-19:30
	夕 食

	19:30-21:00

パネル

ディスカッション
	いのちの尊厳と宗教の役割
進行：ランジャナ・ムコパディヤーヤ

（名古屋市立大学大学院人間文化研究科助教授、ＳＧＲＡ研究チーフ）
パネリスト：上記講演者

	21:00
	閉会挨拶： 嶋津忠廣（ＳＧＲＡ運営委員長）


ＳＧＲＡとは

ＳＧＲＡは、世界各国から渡日し長い留学生活を経て日本の大学院から博士号を取得した研究者が中心となって、個人や組織がグローバル化にたちむかうための方針や戦略をたてる時に役立つような研究、問題解決の提言を行い、その成果をフォーラム、レポート、ホームページ等の方法で、広く社会に発信しています。研究テーマごとに、多分野多国籍の研究者が研究チームを編成し、広汎な知恵とネットワークを結集して、多面的なデータから分析・考察して研究を行います。ＳＧＲＡは、ある一定の専門家ではなく、広く社会全般を対象に、幅広い研究領域を包括した国際的かつ学際的な活動を狙いとしています。良き地球市民の実現に貢献することがＳＧＲＡの基本的な目標です。

ＳＧＲＡかわらばん

ＳＧＲＡフォーラム等のお知らせと、世界各地からのＳＧＲＡ会員のエッセイを、毎週２回（火・金）、電子メールで発信していますメールマガジンで、どなたにも無料でご購読いただけます。登録ご希望の方は、事務局（Email: sgra.office@aisf.or.jp；Fax:03-3943-1512）にご連絡ください。
講師略歴

■ 島薗　進  SHIMAZONO Susumu
1948年、東京生まれ。東京大学大学院で宗教学を学ぶ。近代日本宗教史、比較宗教運動論を研究してきた。とくに日本の19世紀から現在までの、いわゆる新宗教の専門家と見られている。新宗教は主に神道や仏教や民俗宗教(folk religion)の伝統を引き継ぎながら、急速に発展したもので、創価学会を始め、まことに数が多い。アメリカ合衆国やアジア諸国の宗教についても関心をもって、日本との比較を心がけている。書物や文書資料による研究とともに、宗教集団のフィールドワークやインタビュー調査を行う。その後、宗教文化が現代の政治的、社会的、倫理的争点にどう関わっているかといった問題にも関心を広げている。

日本の新宗教を世界の宗教史に位置づけようとした『現代救済宗教論』（青弓社、1992）、現代の日本とアメリカのニューエイジ運動について論じた『精神世界のゆくえ』（東京堂出版、1996）、オウム真理教について論じた『現代宗教の可能性』（岩波書店、1997）、新宗教教団、修養団捧誠会の教祖の伝記的研究である『時代のなかの新宗教』（弘文堂、1999）、幸福の科学等70年代以降の日本の宗教運動・宗教意識の特徴を考察した『ポストモダンの新宗教』（東京堂出版、2001）、近代日本の代替療法や日本的な心理療法について考察した『〈癒す知〉の系譜』（吉川弘文館、2003）、主な論文の英語版を集めたFrom Salvation to Spirituality(Trans Pacipic Press、 2004)、日本の生命倫理の審議について考察した『いのちの始まりの生命倫理』（春秋社、2006）などの著書がある。

筑波大学研究員、東京外国語大学助教授を経て、東京大学教授（宗教学専攻）。カリフォルニア大学バークレイ校留学（1984-85年）。シカゴ大学客員教授（1996年）。1997年には、フランス社会科学高等研究院（Ecole des Hautes Etudes en Science Sociales）の招聘教授としてパリに、2000年にはチュービンゲン大学の客員教授としてそれぞれ１ヶ月、2006年にはカイロ大学の客員教授として６週間、滞在した。以下のブログをご覧いただけると、最近の関心事がわかります。http://free.jinbunshakai.net/shimazono/
■ 秋葉 悦子  AKIBA Etsuko
1958年千葉県生まれ。上智大学法学部卒業後、アンダーソン・毛利・ラビノウィッツ法律事務所でリーガルリサーチャー兼ライブラリアンとして3年間勤務した後、上智大学大学院法学研究科博士後期課程修了。国立精神神経センター・精神保健研究所研究員等を経て、現在富山大学経済学部経営法学科教授。専攻は刑事法であるが、安楽死・尊厳死、脳死と臓器移植、臨床研究、生殖補助医療技術など、医倫理や生命倫理との交錯領域を中心に研究を進めてきた。欧米の議論の状況を調査するうち、人間の尊厳を最高原理とする欧州の伝統的な人格主義生命倫理の重要性に気づき、現在、その紹介と日本における適用可能性を探っている。

生命倫理に関する主要著書として、『脳死と臓器移植：資料・生命倫理と法Ⅰ』第3版（町野朔共編著、信山社、1999）、『生殖医学と生命倫理：生命倫理コロッキウムⅠ』（盛永審一郎他編、太陽出版、2001）、『ヴァチカン・アカデミーの生命倫理』（知泉書館、2005）、『人間の尊厳と生命倫理・生命法』（ホセ・ヨンパルト共著、成文堂、2006）等がある。

■ 井上ウィマラ  INOUE Vimala
1959年山梨県生まれ。京都大学哲学科宗教哲学専攻中退。日本の曹洞宗、ビルマのテーラワーダ仏教で出家して仏教瞑想と経典の解釈学などを学ぶ。その後カナダ、イギリス、アメリカで瞑想指導をしながら心理療法を学ぶ。97年マサチューセッツ州バリー仏教研究所客員研究員を最後に還俗し、マサチューセッツ大学医学部の瞑想に基づいたストレスリダクションプログラムを研修して帰国。2005年より高野山大学スピリチュアルケア学科助教授に就任。仏教瞑想と心理療法をベースにしたスピリチュアルケアの構築に取り組んでいる。著書に『人生で大切な五つの仕事』（春秋社）、『子どもの心のありかに寄り添う』（主婦の友社）、『呼吸による気づきの教え』（佼成出版社）、『心を開く瞑想レッスン』（大法輪閣）など、訳書に『呼吸による癒し』（春秋社）、『やさしいヴィパッサナー瞑想入門』（春秋社）などがある。

· 大谷いづみ  OTANI Izumi
1959年、愛知県生。上智大学文学部哲学科卒、立命館大学大学院先端総合学術研究科修了。学術博士。

東京都立高校、東京学芸大学附属高校大泉校舎教諭、千葉科学大学非常勤講師などを経て、2007年４月より現職。

1980年代後半より高校における生命倫理教育を立ち上げ、現在は主に日本における「尊厳死」言説の編成過程とともに、教育の場における生と死の語りの検討と再構築を研究課題としている。

主論文に、「「市民的自由」としての死の選択――松田道雄の「死の自己決定」論」（『思想』2006年１月号）、「太田典礼小論――安楽死思想の彼岸と此岸」（『死生学研究』５号）ほか。共著書に『生命の臨界』（人文書院）、『ケアの社会倫理学』（有斐閣）。秋頃『「尊厳死」言説の誕生（仮）』（勁草書房）、来春『「生と死」の語り方（仮）』（人文書院）を刊行予定。
· ランジャナ・ムコパディヤーヤ 　Ranjana MUKHOPADHYAYA
1971年、インド生まれ。1991年、デリー大学ミランダハウス･カレッジ社会学部卒業、1993年、デリー大学大学院デリー･スクール・オブ・エコノミクス(経済学研究科)社会学修士課程修了。デリー大学大学院中国日本研究科M.Phil.課程では日本研究に着手、1997年、同課程修了、来日。1999年、東京大学大学院人文社会系研究科宗教学宗教史学専門分野博士課程入学、2003年、文学博士取得。現在、名古屋市立大学大学院人間文化研究科助教授

主要著作に、『日本における社会参加仏教―法音寺と立正佼成会の社会活動と社会倫理―』（東信堂、2005年）、

「立正佼成会の教義における根本仏教及び法華経の一乗思想の融合とその理念の社会的実践」（『中央学術研究所紀要』第３３号、2004年）、「仏教と近代化―日本における「社会参加仏教」の展開―」（『近代仏教』第10号(日本近代仏教学会) 2003年）、“Reiyu-kai” “Rissho Kosei-kai” “Kokuchu-kai” in Religions of the World: A Comprehensive Encyclopedia of Beliefs and Practices、 Vol.3 (General Editors: J. Gordon Melton and Martin Baumann) ABC-CLIO、 Santa Barbara、 California 2002、“The Brighter Society Movement of Rissho Kosei kai – A New Application of the Bodhisattva Way.” Asian Cultural Studies、 No.27、 Institute of Asian Cultural Studies、 International Christian University、 2001、｢法音寺と昭徳会―社会参加仏教の一例として―｣『東京大学宗教学年報』XVIII、東京大学宗教学研究室､2000年、“Relationship between Religion and the State in Modern Japan” China Report Vol.33、 No.4、 Oct-Dec 1997.

· ミラ・ゾンターク　Mira SONNTAG
1971年（旧東）ドイツ生まれ。1997年、ベルリン・フンボルト大学大学院人文社会学部の修士課程終了（メージャー：日本学、マイナー：神学とロシア語）。1996年から２年間ベルリン・フンボルト大学の日本文化センターに就職。1998年、東京大学法学部社会科学研究所に研究生として来日。2000年、東京大学大学院人文社会系研究科宗教学宗教史学専門分野博士課程入学、2005年、博士課程終了。現在、東京の富坂キリスト教センターの研究主事として「日本の国公立学校における宗教教育」の可能性と必要性を学際的に検討する研究会を実行中。

主な研究テーマは、１）日本の宗教教育、２）日本のキリスト教教育、３）内村鑑三と無教会運動。それぞれを取上げた著作は以下のとおり：“The structural limitations of religious education in Japan、” in Bulletin for the Council of Societies for the Study of Religion Vol. 34 No. 4 (November、 2005年) 、66～69頁。“Christian education at Aishin、” in The Japan Mission Journal (Fall、 2005年)、172～190頁。「キリスト再臨運動 –– 近代日本における合理性と救済をめぐる言説」、『内村鑑三研究』、第三十八号（2005年）、58～64頁。“Uchimura Kanzô. A Bibliography of Studies and Translations in Western Languages、” in Japonica Humboldtiana Bd. 4 (2000)、 129-76。 「内村鑑三と福沢諭吉 –– その文明論をめぐって」『内村鑑三流域』第一号（2000年）、20〜43 頁。“Uchimura Kanzô. A Bibliography of Studies and Translations in Western Languages、” in Japonica Humboldtiana Bd. 4 (2000)、 129-76.
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